板橋イチゴ団地計画の概要（説明）
敷信みのり保育所に隣接する田圃（八津谷、田中、永山、東さんたちの所有地）にビニールハウスを建てて、冬イチゴの栽培をすることが計画されています。

　このお話しは正に「降って湧いた」様な形で提案されてきたのです。話がもたらされた窓口は、門脇議員からだったのです。彼の同級生である田邉敏憲さんという、株式会社大島造船所常務取締役（元日本銀行長崎支店長）から「庄原でイチゴを作ってみないか」という打診があったのです。

　では、何故、板橋なのかということなのですが。このお話しも神がかり的で、大島造船所の副会長や、農産部門の部長などが、庄原市内の適地と思えるところをくまなく視察して歩かれたのだそうです。しかし、どの地も、適地には程遠く、諦めかけられて時に、「板橋にいってみよう」と誰が言われたのかは知りませんが、あの地の川のほとりに皆さんが立たれたのだそうです。すると、先ず副会長が「ここがいいね」と囁かれ、部長も「ここですね」と相槌を打たれたのだそうです。全員が「ここしかない」と声をそろえて、先ず「場所」がきまったのだそうです。（そうですが多くてごめんなさい）
　そして、私（はやし）のところにお話しが来たのが、昨年の１０月頃だったと思います。こんな形での提案ですから、大いに疑ってかかりました。「お金は大島造船が出します。出来たイチゴは大島造船が責任を持って販売します。ですから、あの土地と働く人をあなたたちでお世話ください。」と。
　検討しようにも材料が全く無い訳ですから、とりあえず「大島に行ってみよう」ということになったのです。私は自治会長（当時）の清光幹雄さんを誘い、門脇議員、藤光有（ｸﾞﾘｰﾝｳｨﾝｽﾞさとやま社長）さん、前々から声をかけておられた候補地の皆さん（東城地区、高野地区）、合計９名が実費でレンタカーを借りて、交代で運転しながら長崎の大島に行きました。東城地区は、夏イチゴの候補地、高野地区は、夏トマトの候補地ということです。
　夜遅くに民宿に入り、翌日、いよいよ大島造船所に向かったのですが、「度肝を抜かれた」という表現がピッタシの会場に連れて行かれました。それは、大型タンカー（およそ３０万トン）の命名式の会場だったのです。地元の子供やお年寄りの方々が、小旗を打ち振って我々やその他多くの来賓の方々を迎えてくださるのです。来賓と言っても桁違いの方々ばかりで、商船三井とか、住友銀行、住友商事、新日本製鉄などのお歴々が揃われているのです。

　私たちが更に驚いたことは、大島造船所の社長、会長、副会長以下、全役員が対応くださったことです。田舎から出てきた私たちに、「宜しくお願いします」と本気で声をかけてくださったのです。そして、大島造船所の歴史をお話くださり、大島造船所が本気の本気であることを、行った全員が理解できたのです。

わが社、わが町「大島」－地域と共に－という大島造船所が作られた冊子の中にこの様に書かれています。「大島町は、活気と潤いあふれる豊かなまち、そして誰もが幸せを感じることのできる住みよいふるさとづくりを合言葉に、さまざまな試みに力いっぱい挑戦している。したがって、町と企業と住民が力を合わせ、この島を『日本で一番住みよい町に』を目指して取り組んでいる。」と。
　正に地域と共にということを、大島造船さんは何度かの経営危機を乗り越えながら、お互いに支えあいながら今日まで頑張ってこられたのです。グループの売上高は、およそ１０００億円ほどですが、売上げの殆どを占めるバルクタンカーでは、間違いなく世界一の造船会社と言えます。
では何故、大島造船が農業なのかということを若干お話しましょう。それは、昭和６３年からトマト栽培を続けていることがルーツです。今でも大島でアンデス原産の原種トマト（非常に糖度が高い）をかなりの面積で栽培されており、味わったことの無いトマトジュースを頂くことができました。その大島の農業土壌に、日銀から迎えられた田邉さんの農業マインドが火をつけたのです。彼のルーツは庄原の百姓で、牛を飼ったり、牛糞をだしたりしていた少年時代があったからこそ、現在の日本農業が置かれている現状が許せないのだそうです。彼は補助金に頼る日本農業を、自分達で自立できる農業に転換することを目指しています。その第一歩を、ふるさとである庄原の地でどうしてもスタートさせたいのではないかと、何度かのミーティングで私は強く感じました。
当面の計画をお話ししましょう。

1 栽培面積は、５０アールからスタートし、１ヘクタールにもっていきます。

2 ハウス栽培による冬イチゴで、東城地区の夏イチゴとの連携が基本です。
3 雇用は、基本的に現地雇用とし、資材等も現地調達とします。

4 運営形態は検討中ですが、私が代表者となる予定です。

5 出来るだけ年内に出荷したいので、４月下旬から苗の定植やハウスの建設に取り掛かります。
· 東城地区では、試験栽培が４月初めより始まっています。その写真を別紙２枚に載せていますが、板橋も大体この様なハウスが並ぶ予定です。

最後に一番重要なことを書かせていただきます
大島造船所は、５年間は資金や栽培技術などについては全面的に応援してくれますが、６年目からは自分たちの力で運営してくださいとなることです。何故か、それは自立した農業でないと生き残れないからです。今までの補助金頼みの農業に決別して、生活できる農業に転換することです。そうすることで、地域が活性化してきます。大ほら吹きの話ではありませんが、日本の農業システムが変わる予感がしています。それくらいインパクトのある事業だと思います。

　東城地区は、試験栽培からのスタートですが、板橋は、いきなり製品を作り出す農場となります。つまり、板橋が大島造船の農業のビジネスモデルになる訳で、絶対に成功させなければなりません。大島造船所の深田会長の「５年間、我々と手を携えて、苦しい時も歯をくいしばって、頑張ってくれますか」という言葉に、大きな声で「はい」と約束した者としては、何がなんでも板橋イチゴを成功させなければならないという強い使命感を持っています。ひいては、板橋イチゴは庄原市の先導役であり、将来的には、庄原市内で２０ヘクタール程度までの規模拡大も可能と考えています。
　具体的資料等は、４月２１日午後７時より、「ふれあい広場」で実際に大島造船所の農事部門の方々による説明会で提示させていただきます。どうぞ、多くの板橋東地区のみなさんにお集まりいただき、新規事業についてご理解頂き、地域全体の浮沈をかけた取組みだと言うことを皆さんと共有させていただきたいと思っています。
　どうぞ、皆さんお誘い合わせて、２１日午後７時には、「ふれあい広場」にお集まり下さいます様、お願い申し上げます。

お願い：勝手を言いますが、役員の皆まで２１日の説明会の件を班員にお知らせください。実は、私は前々からの予定が入っており、参加できませんので、この様な資料を作ってお配りしている次第です。本当に、申し訳ありません。
文責：はやし高正
